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巻�頭�言�

　英語教育でコミュニケーション能力の育成が教育目標のキーワー�ド�になってから久�

し�い。�「積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度」�の育成が目標の一つと�し�て�

『学習指導要領』に現れたのは1989年である。1998年に告示された現行『学習指導要�

領』�では，中学校でも高等学校でも，�「コミュニケーション能力」�をさらに進めて，よ�

り現実に近い「実践的コミュニケーション能力」の養成が提唱されている。確かに，�

中学校や高等学校の英語授業でコミュニケーション活動が日常化�し�，最近では教室で，�

より実際の場面に近いタスク活動も数多くなされるようになってきた。�

　�し�か�し�ながら，コミュニケーションが必要なのは英語授業に限られたことではない。�

生徒をとりまく最近の状況は一層複雑化，深刻化の様相を見せている。い�じ�め，不登�

校，学ぶ意欲・学力の低下は深刻な状況を示�し�ている。指導する教師の問題も深刻で，�

指導力不足や教える意欲の低下，規範意識の低下や社会性の不足などが指摘されるこ�

ともある。このような状況の中で，教師も生徒も最も必要なものはコミュニケーショ�

ン力である。生徒や保護者や同僚とのコミュニケーション不足が問題であると聞く。�

コミュニケーション力は英語教育だけでなく，教科を超えた教職の原点である。�

　英語教師の養成も，専門性と同時に教室現場での実践的指導力の養成を重視する動�

きが顕著である。教職大学院の設置も同様である。教職大学院の必要性は現代の教育�

課題の深刻化，複雑さが底辺にあるものの，同僚の教師たちとのコミュニケーション�

の希薄化も背景にあるという。教育は社会的な営みであり，教職は保護者や地域社会�

との関わり，同僚教師との学び合いを通�し�て自らの指導力を高め，教師と�し�ての在り�

方を学び，自己の教育力の向上を図るものである。コミュニケーション能力の育成を�

めざ�し�てきた私たち英語教師は，広い意味でのコミュニケーション力を高め，豊かな�

コミュニケーションによる教育の活性化をめざすことが今特に求められているように�

思�う�。�英�語�授�業�で�の�コ�ミ�ュ�ニ�ケ�ー�シ�ョ�ン�能�力�の�育�成�も�こ�の�よ�う�な�土�台�を�必�要�と�して�い�る�。�
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ス�ピ�ー�チ�指導の一工夫� ス�ピ�ー�チ�指導�の�一工夫�

授業デザ�イ�ン�力を磨�き�，�
指導の細分化を図る�

富山県砺波市立出町中学校教�頭　�中嶋　�洋一�

1．教師の授業力と�は授業デザイン力�

　ス�ピ�ーキングの力をきちんと�つけたいなら，教�

師の授業デザイン力�（全体構想力）�が欠かせない。�

デザインとは，ねらいを�もった活動を仕組み，整�

合性のある評価計画を立�てることである。�

　例えば，スピーキング�の活動がス�ピ�ーチ型か，�

対話型かで，ねらいが違�ってくる。ス�ピ�ーチ型で�

あれば，事前に下書き原�稿を書かせ，起承転結の�

流れや発展のさせ方を丁�寧に指導�し�なければなら�

ない。事後は，自己評価�だけでなく，よいモデル�

との比較から相互評価も�位置づけたい。�

　一方，対話型であれば�，話される文のキーワー�

ド�を瞬時に捉え，関連�し�た質問をする�（書く）�，意�

見を言う�（書く）�といった訓練を課さな�ければなら�

ない。�

　ねらいによって指導は�異なってくるのである。�

いずれに�し�ても，書く指導を丁寧に行�わなければ�

ス�ピ�ーキングの力はつかない。�話�し�たことをまと�

めて書く，書いたことを�見ないで話すというよう�

に，書く活動にリンクさ�せるのがコツである。�

　�

2．英語は情報をあ�とへ付け足す言語�

　教科書に出てくる基本�文を，日本語から英語に�

直せるようにする。それ�が，ス�ピ�ーキングのミニ�

マム・エッセンシャルで�ある。と同時に，情報を�

あとに付け足す感覚を体�得できるまで訓練するこ�

とも大切である。その指�導の一例を示す。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

侵害することなく，自分の�意見や考えをきちんと�

述�べ�る�）�」と�い�う�観�点�が�必�要�に�な�っ�て�く�る�だ�ろ�う�

し�，聞き手側�も　�「�*アクティ�ブ・リ�スニン�グ�（話�し�
手の意図をよりよく理解�し�ようとする。発展させ�

るために質問を�し�たり，�コメン�ト�が言える）�」�　�能力�

を鍛えなければならない。�

　そこで，評価項目を次の�ように変える。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　これらの項目を，最初の�段階から示�し�ておく。�

すると，生徒は，原稿作り�から目的をもって取り�

組むようになる。教師は，�先輩のス�ピ�ーチ映像や�

原稿からよいモデルを選ん�で示�し�，項目のヒン�ト�

にさせるだろう。さらに，�印象に残ったス�ピ�ーチ�

を選び，�なぜそう思うか，�その理由を英語�（または�

日本語）�で書かせるだろう。�また，�印象に残った生�

徒のス�ピ�ーチを２～３選んで，そ�れに対�し�て英語�

で「自分メッセージ」を書�かせるかも�し�れない。�

書いたらお互いに交換させ�るだろう。�

　もうお気づきのように，�ゴールを意識�し�たス�ピ�

ーキング活動では，自分な�りのこだわりが生まれ�

る。学習者どう�し�をどこでどうかかわら�せるかと�

いう視点さえあれば，果て�し�なく活動がつながる。�

つまり，指導が変わるので�ある。�

　�

4．指導と活動の細分�化を図る�

　一つひとつの活動が，ス�ト�ーリーのようにつな�

がっているだろうか。活動�が終わった生徒に対�し�

て「次の一手」が用意され�ているだろうか。つま�

ずいている生徒に対�し�て，前の学習への「戻�し�の�

一手」が与えられているだ�ろうか。指導と活動を�

丁寧に「細分化」すれば，�授業の質が変わる。�

　例えばリスニングでは，�わかっていないからと�

同�じ�ものを何度も聞かせるのは指�導ではない。聞�

き取れないものは聞き取れ�ないのである。そこで，�

つ�ま�ず�き�を�取�り�除�く�た�め�に�細�分�化�さ�れ�た�指�導�（�指�

導�を�baby　�stepで�行�う�こ�と�）�の�一�例�を�示�す。特�に�

（3）�と�（5）�の段階に注目�し�ていただきたい。�
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　アクティブ・リスニング，�アサーティブ・スピ�

ーキングの訓練と�し�ては，次の�（6）�（7）�のような段�

階が考えられるだろう。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　戻されたノー�ト�は，教師が指示�し�なくても，む�

さぼるように読み始める。�発信�し�たら，�「その後」�

が知りたくなるからだ。�

　本稿では，教師のデザイン�力を磨くこと，指導�

の細分化を図ることの重要性�を述べてきた。意欲�

のある，自立�し�た学習者を育てるには，教�師のダ�

イナミックな考えと細かい配�慮が欠かせない。道�

は平坦ではないが，それは学�習者の未来の希望へ�

とつながっている。�

　このような流れ，�（3）�のような　�「情報を交換�し�合�

う練習�（思考を伴う�ド�リル）�」�　�が，現場ではあまり�

重視されていないことが残�念である。英語教師は，�

つい派手なタスク活動に目�を奪われがちだが，下�

地づくりこそ大切に�し�たいものである。�

　�

3．ゴールが変われ�ば指導が変わる�

　言葉は，いったん音声を�伴って表出されると，�

話�し�手の意図や思いとは別に，聞�き手の受け取り�

方という要素が加わり，新�し�い意味をもってくる。�

特に，声の調子，身ぶり等�で伝わり方が違う。そ�

の「言葉のメカニズム」を�正�し�く認識�し�ている教�

師のクラスでは，聞き手に�混乱や誤解を与えない�

言い方を心掛ける。結果と�し�て，相手やコミュニ�

ケーションに関心が生まれ�てくる。�

　ス�ピ�ーチの評価項目を例にとっ�て説明�し�よう。�

メカニズムが正�し�く理解されていない場�合，評価�

項目は次のように表面的な�ものとなる。�

　�

　�

　�

　�

　これだと，聞き手は，気�づいたところから順に�

評価を�し�ていく。途中で評価�し�始めると，内容に�

集中できなくなる。あとで�質問をさせたと�し�ても，�

部分的な質問に終始�し�て�し�まう。�

　これまでの指導は，どち�らかというと，このよ�

うに話�し�手中心で，いかによいスピ�ーチをさせる�

かに重点が置かれていた。�し�か�し�，円滑なコミュ�

ニケーションを図るために�は，話�し�手側に�「�*アサ�
ー�テ�ィ�ブ�・�スピ�ー�キ�ン�グ�（�相�手�の�気�持�ち�や�権�利�を�

（1）�教科書の本文中のチャンク�（意味のあるひと�

かたまり）�を覚えて使えるようにす�る。プリ�

ン�ト�（左に英語のチャンク�，右に日本語の意�

味が書かれたもの）�を与え，真ん中で折り曲�

げて，�日本語を即座に英語に直せる�まで練習�

をする�（個人，ペア）�。�

（�2）�基�本�文�を�ア�レ�ン�ジ�し�た�日�本�文�（�方�言�）�を�与�

え，覚えたチャンクをつな�ぎ合わせて，�英文�

に加工・編集できるような�訓練を行う。�

（1）�　�発音，アクセン�ト�

（2）�　�表情や身ぶり�

（3）�　�声の大きさ�

（1）�　�全体の構成�（筋が通っているか）�

（2）�　�わかりやすさ�

（3）�　�英語ら�し�さ�（発音，ス�ト�レ�ス等）�

（4）�　�表現の工夫�

（5）�　�オリジナリティー�

（1）�教師は，�生徒に身近な内容の英文�（１分程度）�

を聞かせて，質問をする�。生徒はメモ�（また�

はマッ�ピ�ング）�で情報を整理する。答え�をノ�

ー�ト�に書く。�

（2）�友人と聞こえたことの情�報交換をする。�

（3）�教師は，�一文ずつゆっくりと読む。�長い文は�

「�一�気�記�憶�」�　�で�き�る�量�（�中�・�高�校�生�は�５�語�±�

２語）�にとどめる。生徒は教師の�あとから文�

やチャンクをくり返�し�，�間髪を入れずに３秒�

程度で同時通訳をする。�

（4）�最初からもう一度聞かせ�る。�生徒はシャ�ド�ウ�

イングを�し�ながら，�全体を通�し�て聞く。�キー�

ワー�ド�をつなげながら，頭から�理解する。�

（5）�最後は，�教師が先ほどの内容に，�さらに新�し�

い情報�（人，�場所，�時間等）�を付け加えて，�即�

聴・即解に挑戦させ，自�信をつける。�

（6）�自分がリスニングで聞い�た内容について，�さ�

ら�に�聞�い�て�み�た�い�質�問�や�自�分�の�意�見�を�ミ�

ニ�・�ノ�ー�ト�（�ノ�ー�ト�を�半�分�に�切�っ�た�も�の�）�に�

３分間で40語程度を目標�に書かせる。�

（7）�終わったらペアで交換さ�せ，�相手の内容を読�

ませて，２分程度で自分�の考えを書かせる。�

参考文献�　�（�*に関する情報は，以下で紹介�）�
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（3）�条�件を与�え，くり返�す中で定�着させ�る�*ク�ロ�
ー�ズ�ド�・�イ�ン�フ�ォ�メ�ー�シ�ョ�ン�・�ギ�ャ�ッ�プ�・�

ゲーム等を十分に行い，�その後自由度を高め�

た�*オ�ープン�・インフ�ォメー�ション�・ギャ�ッ�
プ・ゲーム等へとつなげる。�



ば，生徒は自信をもって話�すことができる。そこ�

で，ス�ピ�ーチを行う前に，日頃か�ら基礎�ト�レ�ーニ�

ングを行っている。いくつ�か以下に紹介する。�

①�1分間スピーチ�

　１分間英語を話�し�続ける活動。�　�「好きな食べ物」�

「スポーツ」�「音楽」�「猫と犬どっちが好きか」�な�

どの身近な話題から，題材�を自由に自己選択させ�

る。３分間でスピーチの準�備をさせたあと，ペア�

で，原稿から目を離させな�がら，相手にス�ピ�ーチ�

をする。も�し�，ス�ピ�ーチが１分以内で終わって�し�

まった場合は，聞いている�生徒が，ス�ピ�ーチにつ�

いていくつか質問すること�で，１分間英語を話�し�

続ける。�

②チェーン�レ�ター�

　自分の考えや友だちの考�えをクラスで共有する�

活動。この活動を通�し�て，生徒の表現力をアッ�プ�

させることができる。教師�が話題を指定�し�，生徒�

はそれについて３分間で自�分の考えを紙に書く。�

書き終わったら，その紙を�後ろの生徒に渡す。後�

ろの生徒はそれを読み，自�分の考えを３分間で書�

く。書き終わったら，また�，後ろの生徒に渡す。�

これを４回ほどくり返�し�，最後に持ち主に返す�。�

返ってきたプリン�ト�を見ながら，自分の意見か�ら，�

多様な意見に広がっている�ことを実感させ，自分�

のス�ピ�ーチの参考にさせる。最後�に，ペアでその�

話題について１分間スピー�チを行う。�

③ショー�ト�ノー�ト�

　２年生から，�メモ帳のようなノー�ト�（B５判のノ�

ー�ト�を横１/３に切断�し�，生徒一人ひとりに配付�）�

を，自己表現活動をすると�きに使用�し�ている。私�

は自己表現活動をさせると�きに，�「このノー�ト�を文�

字で埋め尽くすように」と�指示�し�ている。回収後�

は，一人ひとりにコメン�ト�を書き，評価を�し�て返�

却�し�ている。このノー�ト�はポー�ト�フォリオ的に作�

品がたまっていくので，今�までの作品を振り返る�

ことで，新�し�い表現活動に取り組む際の�参考資料�

になっている。４月からの�生徒の成長が一目でわ�

かるので，教師にとっては�学期末の評価の材料と�

なり活用�し�ている。�

④リ�レ�ーノー�ト�

　生徒が自主的に取り組ん�でいる活動で，３年生�

1．は�じ�めに�

　中�学�校�英�語�の�集�大�成�とし�て，�「15歳�の�メ�ッ�セ�ー�

ジ」と称�し�たス�ピ�ーチ活動を，３年生に取り�組ま�

せている。�「友だち」�「家族」�「環境問題」�「戦争」�

「私の宝物」�「部活動」�など内容は様々で，毎�年い�

ろいろなス�ピ�ーチに出会い，たくさん�の感動を生�

徒からもらっている。�

　ス�ピ�ーチを通�し�て生徒が成長�し�，クラスの絆が�

深まる。ス�ピ�ーチで自分と向き合い，�本気で考え�

る。クラスの仲間は友だ�ちのス�ピ�ーチに，真剣に�

耳を傾ける。そ�し�て，相手を思いやる心や相�手を�

大切にする心が育ち，ク�ラスに連帯感が生まれて�

くる。ス�ピ�ーチで生徒が育つのである�。�

　また，ス�ピ�ーチ活動の結果が，まさ�に私の指導�

の成果であり，来年度の�課題でもある。そういっ�

た意味でも，私はこだわ�りをもって生徒にスピー�

チの指導�し�ている。�

　ここで，３年間で生徒�をどのように鍛え育てて�

いくか，生徒の心にどう�やって火をつけ発信させ�

るのかについて具体的に�述べていきたいと思う。�

2．グラン�ド�デザイン�

　私は「ス�ピ�ーチで自分の考えや感情�を相手に伝�

え�る�こ�と�が�で�き�る�こ�と�」�　�を�中�学�校�の�最�終�目�標�（�15

歳のメッセージ）�に�し�ている。�この目標を達成する�

ために，�「３年間というスパンの中�で，�生徒をどう�

育てるか，どう鍛えてい�くか」という視点から年�

間指導計画を立てている�。�「各学年の到達目標は何�

か�」�　�「�各�学�年�で�取�り�組�む�言�語�活�動�を�ど�の�よ�う�に�関�

連�さ�せ�て�い�く�か�」�　�「�毎�日�の�授�業�で�は�ど�の�よ�う�な�帯�

学習や�ト�レ�ーニングが必要か。また，�それらをど�

のように系統的に指導す�るか」など，教師自身に�

「グ�ラ�ン�ド�デ�ザ�イ�ン�的ビ�ジ�ョ�ン�（�す�べ�て�の�活�動�が�

系�統�性�を�も�っ�て�い�る�こ�と�）�」�　�が�必�要�で�あ�る。つ�ま�

り，ただ教科書をこな�し�ている授業や長期目標の�

ない授業では，自分が目�指�し�ている目標を達成す�

ることはできない。　�「ス�ピ�ーチを来週やります」�　�

から，�このノー�ト�（B５判のノー�ト�を横半分に切断�

し�，�４人のグループに１冊ずつ配�付）�を使い，�課題�

英作文に取り組ませている。�教師が話題をいくつ�

か示�し�，その中から自分たちで自由�に選択させる。�

そ�し�て，１週間でグループ全�員にノー�ト�を回�し�，�

教師に提出させている。苦手�な生徒は友だちの作�

品を参考に�し�ながら書くことができる。得�意な生�

徒は自分の作品にこだわりを�もって取り組んでい�

る。教師は，それにコメン�ト�を書き，評価を�し�て�

返却�し�ている。�

⑤生徒の心を揺さぶる�工夫�

　生徒の「発信�し�たい」という気持ちに火�をつけ�

るためには，本物に触れるこ�とが一番である。教�

科�書�の�写�真�で�は�生�徒�の�心�は�動�か�な�い。例�え�ば，�

SUNSHINE　�2（平成18年度版）�では，�春日めぐみさ�

んに直接手紙を書いて，自分�たちの思いを伝えた。�

また，�SUNSHINE　�3では，�セヴァン・カリス－ス�

ズキさんのス�ピ�ーチをDVDで�視聴�し�て，�モデルス�

ピ�ーチと�し�て参考にさせた。私は日�頃から授業で�

使える題材や資料をインター�ネッ�ト�で検索�し�たり，�

全国の先生方から授業で使え�る情報を集めたり�し�

ている。�

5．�「15歳のメッセ�ージ」を終えて�

　中学校最後のスピーチに取�り組む生徒の表情は�

真剣そのものである。スピー�チを終えた生徒の顔�

は，やり遂げた満足感で満ち�あふれている。また，�

それを聞いている生徒は，一�生懸命にス�ピ�ーチの�

コメン�ト�を書いている。�

　私は必ずそれらをビデオに�録画�し�，次の学年の�

生徒たちに見せている。これ�らの映像は，まさに�

１年後の到達目標であるから�である。私はこれほ�

どの教材はないと考えている�。この映像を見た生�

徒は「先輩に負けたくない」�と思うようである。�

　生徒と真剣に関わり，小さ�いことにコツコツと�

取り組むことで生徒を理解�し�，生徒の力を伸ばす�

ための発問，指示を工夫�し�ながら授業を行ってい�

る。そういった日々の取り組�みこそが，生徒に満�

足のいくス�ピ�ーチをさせる鍵であると確信�し�てい�

る。生徒のすばら�し�い笑顔を見るために，�今日も�

生徒を鍛え，生徒の心に火を�つける授業を�し�たい�

と思う。�
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ス�ピ�ー�チ�指導の一工夫� ス�ピ�ー�チ�指導�の�一工夫�

ス�ピ�ー�チ�で生徒を育てる！�
－「1�5�歳のメッセージ�」から－�

栃木県鹿沼市立東中学校教�諭　�笠井　�剛清�

と突然宣言�し�ても，生徒は何をどうやっ�ていいの�

かわからない�し�，それまでスピーチに必�要な基礎�

学力を十分鍛えていなけれ�ば，苦痛を与えるばか�

りである。�

　私は年度当初に到達目標�を生徒に明示�し�，それ�

を達成するために必要な言�語活動や帯学習，�ト�レ�

ーニングについて十分説明�を�し�ている。そうする�

ことによって，生徒は一つ�ひとつの活動や�ト�レ�ー�

ニングの意義を理解�し�，�ビ�ジョンをもって授業に�

参加できるようになる。こ�のように授業の幹とな�

るグラン�ド�デザイン的�ビ�ジョンが私の目指す「�ス�

ピ�ーチ」の基盤となってい�ることは確かである。�

3．帯学習�

　私は，授業の最初の10分�間で「帯学習」を行っ�

ている。この帯学習とは，�３年間で取り組む言語�

活動や文法事項に応じて，�継続的，計画的に行わ�

れるものである。いくつか�その帯学習の例を以下�

に紹介する。例えば，There is ［are］�～.　�の英文を�

学�習�す�る�と�き�は，in the park, on the desk, near 

the stationなど，�　�「場所を表現する語句」�　�をたくさ�

ん練習させている。それに�関連する語句を20くら�

い集めて，右側に英語，左�側に日本語を書いたプ�

リン�ト�を用意�し�，制限時間�（90秒）�の中でいくつ言�

えるかをペアで競わせたり�，数回行ったあとに確�

認テス�ト�を行ったり�し�ている。このような語句�の�

練習で語彙力を高めている�。また，基本文の練習�

も行っている。表現�し�たいことがあっても，そ�れ�

を英語に直す構文が頭に入�っていないと，なかな�

か言いたいことを素早く英�語で表現することはで�

きない。他にも，教科書を�使って速読，速写，暗�

写，�そ�し�て，�同時通訳の練習�（日本語→英語，�英語�

→日本�語）�や�英会話�Q&Aも行�ってい�る。このよ�う�

に，生徒を鍛えなければな�らないことに関�し�ては，�

帯学習で継続的な取り組み�をさせている。�

4．�ト�レ�ーニング�

　自分の言いたいことを英�語で書くことができれ�



1．は�じ�めに�

　昨年度，本校に転任�し�てきて２年生を担当�し�た。�

新学期が始まって間もな�く，生徒は英語の学習に�

対�し�て積極的ではあったが，自�己表現がたいへん�

苦手であるということに�気づいた。日本語で「○�

○についてどう思うか」�とたずねても，�「わかりま�

せん」という答えが返っ�てきたり，黙ってうつむ�

いたりすることは珍�し�くなかった。英語を学�習す�

る以前の問題を抱え，�戸惑ったが，�「もっと自分の�

こと�を�英�語�で�話�せ�る�よ�う�に�な�り�た�い」�「ALTの�先�

生に新居浜のことを教え�てあげたい」という生徒�

たちの言葉が私にやる気�を起こさせてくれた。そ�

し�て，この子たちが卒業する頃�には，英語で自分�

の夢を語ったり，新居浜�や日本のことについて説�

明�し�たりできるようになってほ�し�いと思うように�

なった。私自身スピーチ�指導は苦手だが，初歩的�

な指導から失敗をくり返�し�ながら続けてきた。�

　�

2．授業での主な活�動�

　教�科�書�（�SUNSHINE）�の�Let’s Communicateに�あ�

るSpeaking TaskからWriting Taskに�発展�し�たあ�

と，必ずス�ピ�ーチの活動�（５文以上のス�ピ�ーチ）�を�

行うように�し�た。何度か簡単なスピー�チをくり返�

し�たあと，自由なテーマでスピ�ーチをするという�

最終の活動につなげた。�ス�ピ�ーチができあがった�

ら個別にア�ド�バイス�し�ながら添削�し�，毎回グルー�

プでの発表を行った。そ�し�て，グループの中で評�

価のポイン�ト�が高かった者が全体で発�表すること�

に�し�た。ここでの工夫は，総合�ポイン�ト�が高い者�

だけではなく，時には各�評価項目での高得点者を�

代表に�し�たということだ。�例えば，�第１回目は�『総�

合』高得点者，第２回目�は『声の大きさ』高得点�

者，第３回目は『内容』�高得点者という感じであ�

る。もちろん，スピーチ�の内容や生徒の実態に応�

じ�て，誰に発表させるかという�ことを前もって吟�

味�し�ておかなければならない。�また，そういう工�
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夫をすることで，学年末に�はほぼ全員が発表でき�

ることになる。�

　�

3．�レ�ディネスと�し�ての訓練�

　物事について深く考える�ことや何かを感じさせ�

る訓練から始めた。時には�雪に覆われた山を見て�

“They are beautiful.”�，柔らかいボールを触らせ�

て�“�This is soft.”�といった具合に，一人ず�つ感�じ�

たことを声に出させた。ま�た，できるだけクラス�

ルームイングリッシュを使�うように�し�，生徒にも�

あらゆる場面で英語を使う�よう促�し�た。英語の使�

用場面を設定�し�，使わせることは難�し�くないが，�

それを継続することは大変�だった。とにかく授業�

の中でできるだけ表現活動�を取り入れ，その活動�

をくり返�し�ながら少�し�ずつ発展させていった。�例�

えば，インタ�ビ�ューは生徒も私も大好き�な活動で�

ある。リスニングとスピー�キングの領域に加え，�

インタ�ビ�ュー�し�たことを書くことでライ�ティング�

へとつなげた。書く作業は�時間がかかるため家庭�

での課題と�し�た。そ�し�てその課題を次時に発表�さ�

せるというように，活動が�単発にならないよう心�

がけた。そうすると，発表�し�なければならないと�

いう緊張感から休み時間に�も読む練習をする生徒�

の姿が見られると同時に，�家庭学習も定着�し�てき�

た。これが直接スピーチの�活動につながったわけ�

ではないが，�レ�ディネスと�し�て有効だった。�

　�

4．モデルとスピー�チコンテス�ト�

　ス�ピ�ーチの活動を始める前に，�モデルを示すこ�

とはたいへん重要である。�教師がス�ピ�ーチの正�し�

いモデルを示�し�たり，卒業生のスピーチ�の様子を�

見せたり�し�た。毎年，新居浜市中学生英�語ス�ピ�ー�

チコンテス�ト�，高円宮杯全日本中学校英�語弁論大�

会，そ�し�て鳳凰杯全国中学生英語�ス�ピ�ーチコンテ�

ス�ト�にエン�ト�リー�し�ており，下級生たちは上級�生�

の真剣に取り組む姿を見て�，憧れを抱いている。�

ス�ピ�ー�チ�指導の一工夫� ス�ピ�ー�チ�指導�の�一工夫�

授業でのス�ピ�ー�チ�指�導�
愛媛県新居浜市立泉川中�学校教諭　�竹林　�由樹�

特に校内ス�ピ�ーチ発表会は，下級生のモ�ティベー�

ションを高めるのにたいへ�ん効果的である。�

　�

5．ス�ピ�ーチの作成�

　ス�ピ�ーチのテーマによって草稿�にかかる時間に�

差があるが，基本的に草稿�は家庭での課題にする�

ことが多かった。�「自分の夢」�「自分の将来」とい�

うように，自分自身につい�て語らなければならな�

いテーマを与えたとき，そ�れを苦手とする生徒た�

ちの手が止まった。そこで�，将来の夢や就きたい�

職業が決まっていない生徒�には，仮定の話と�し�て�

作ってもよいとア�ド�バイス�し�た。そうすると，生�

徒のプ�レ�ッシャーは減っていった�ようだ。初めか�

ら英語で書かせるのが望ま�し�いのかも�し�れないが，�

ま�ず�は�日�本�語�で�原�稿�を�作�ら�せ�た�（�こ�れ�は�日�本�語�が�

わかるALTに添削�し�てもらうときに，�非常に役に�

立った）�。�日本文を英文に�し�ていく作業をくり返す�

うちに，日本語と英語の違�いを発見�し�，不必要と�

思われる日本文を除いたり�，英語独特の表現を付�

け加えたりと，生徒の中に�工夫が見られるように�

なった。また，慣れるまで�は生徒の実態に応じて�

日本語を交ぜてもよいとい�うことに�し�た。そうす�

ることで，ス�ピ�ーチに苦手意識を持った�生徒の負�

担はかなり減る。中学生が�ス�ピ�ーチを作るときに�

困るのは，語彙力が乏�し�いということである。�し�

か�し�，聴衆にも理解できるような�ス�ピ�ーチでなけ�

ればおも�し�ろくない。そこで，スピ�ーチに使う単�

語は，�友だちも知っているもの�（教科書や副教材で�

既�習�の�単�語�）�や�日�本�語�で�説�明し�な�く�て�も�よ�い�も�の�

を使うよう指示�し�た。つまり，何もかも�辞書から�

抜き出さないということだ�。�

　�

6．ALTとの連携�

　�ス�ピーチ�指導�には�ALTに�大い�に関�わっ�ても�らっ�

た。モデル，添削，スピー�キングの指導，そ�し�て�

評価は必ずALTと連携�し�て行った。�原稿の添削で�

は，ほめて生徒の原案を生�かすように�し�てほ�し�い�

とALTに頼み，�必ずコメン�ト�を書いてもらう。�こ�

れが生徒にとってのステッ�プアップにつながるこ�

とは間違�いない�（常駐の�ALTがいない�ので，ALT

の訪問に合わせて事前に添�削をお願い�し�なければ�

ならなかったが，90人近くの�添削を喜んで引き受�

けてくれた。ス�ピ�ーチ指導を通�し�て，日本の中学�

生の考えがよくわかる�し�，習熟度をチェックでき�

ると言って積極的に関わって�くれた）�。�また，�生徒�

にとってALTからの評価は信頼性がある。�

　�

7．評価�

　４�つ�の�観�点�（�①�内�容　②�声�の�大�き�さ　③�発�音　�

④話�し�方）�を設け，�各観点ごとに４段階の評�価規準�

で評価�し�た。教師が評価するだけで�なく，生徒ど�

う�し�の相互評価も取り入れた�。評価表には自己評�

価の他に，友人へのメッセー�ジと�し�て，よかった�

点を書かせた。�

　�

8．ス�ピ�ーチ指導の効果�

　ス�ピ�ーチの活動は主となる領域は�もちろんス�ピ�

ーキングになるが，他の３領�域にも大いに関係が�

あり，すべての領域で取り組�むことができると思�

う。本校の生徒にとっての大�きな課題はライティ�

ングである。ライティングの�活動に至るまでに，�

時間をかけて作業の道筋をつ�けてやることが必要�

だった。また，スピーチを正�確に聞き取り，内容�

を理解するリスニングも慣れ�るまでかなりの時間�

を要�し�た。そ�し�て，リーディングから暗唱�に発展�

させてス�ピ�ーキングの領域に一歩踏�み込ませた。�

ス�ピ�ーチ指導には大変な時間�と労力を要するが，�

英語に対する生徒の関心・意�欲を喚起�し�，それを�

持続させるのに効果的だと思�われる。�

　�

9．おわりに�

　いよいよ高校受験を控えた�３年生にアンケー�ト�

をとった。�「英語は嫌いだが，�授業は楽�し�い�し�，�ス�

ピ�ーチの活動は好きになった�」という生徒がいた。�

これは，ス�ピ�ーチ指導の成果と言えるかも�し�れな�

い。�し�かし�，現�実�は�厳し�い。�「授�業�は�楽し�い�け�れ�

ど，点が取れないから好きに�なれない」という声。�

結果が勝負。今後の課題が盛�りだくさんになった。�

　�

参考�文�献�：�岡　�秀�夫・�赤�池�秀�代�・酒�井�志�延『英語�教員�

研修プログラ�ム対応�「�英語授業力」�強化マニュア�ル』�

大修館書店　�2004年�
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教科書著者からのメ�ッセージ�
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教科書著者�か�ら�の�メ�ッ�セ�ー�ジ�

心に残る言葉：�
ス�ピ�ーキ�ン�グか�ら�ス�ピ�ー�チ�への一歩�

福島大学助教授　�佐久間　�康之�

1．は�じ�めに�

　「ス�ピ�ーキングの指導」は４技能の�うち厄介で，�

後回�し�に�し�がちな指導，�さらに　�「ス�ピ�ーチの指導」�

は，　�「英�語�ス�ピ�ー�チ�コン�テ�ス�ト�」�　�へ�出�場す�る�生徒�

への特別な指導と捉える�先生も多いことと推察�し�

ます。�し�か�し�，母国語では日常生活の�コミュニケ�

ー�シ�ョ�ン�に�お�い�て�，�　�「�話�す�」�　�行�為�は�頻�繁�に�行�わ�れ�

ています。英語の日常化�が進む現代において，完�

璧な英語でなくても意志�を伝えることの必要性が�

高まるのは言うまでもあ�りません。�

2．なぜ，スピーキ�ングは大変か？�

　言葉を理解するとはど�のようなことなので�し�ょ�

うか。この理解には，送�り手と受け手の相互作用�

が伴います。文字言語情�報の場合，発信する行為�

がライティングであり，�受信する行為がリーディ�

ングです。それぞれに要�する時間は，即座にまた�

は一定の期間内にと時間�の調節に幅をもたせるこ�

とが可能です。一方，音�声言語情報の場合，発信�

する行為がスピーキング�であり，受信する行為が�

リスニングで，いずれも�瞬時の対応を余儀なくさ�

れるのが一般的です。ま�た，リーディングやリス�

ニングは既製の言語情報�を受け取ったうえで処理�

し�，理解する行為であるのに対�し�，ライティング�

やス�ピ�ーキングは�（白紙の状態から）�言語情報を自�

発的に産出�し�なければならない行為，�つまり　�「�（瞬�

時に）�産み出す苦�し�み」�　�を伴うものなのです。�し�た�

がって，英語学習初期の�段階にある中学生にとっ�

て，特にス�ピ�ーキングは負荷の高い技�能と言えま�

す�（下図参照）�。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　上記の生徒の言葉は，�ALTに理解�し�てもらえる�

ように，必死に考えた結果�によるものです。生徒�

自身は「塔のへつり」を訪�問�し�た際のイメージに�

基づき，既存の�（限られた）�知識の中から，適切と�

思われる語を検索�し�，瞬時に言語を構築する葛�藤�

状態にあります。生起する�言葉はたどたど�し�いも�

のであったと�し�ても，頭の中では，多様�な情報の�

取捨選択を強いられ，創造�性が要求されているこ�

とになります。単に「塔」�や「へつり」の単語が�

既存の知識と�し�てあったと�し�ても，イメージが正�

確に伝わったかどうかは別�問題なのです。�

　ここでの創造的なオンラ�イン処理の特徴と�し�て，�

以下の２つがポイン�ト�となります。�

　�①検索手続きおよ�び速度：�記憶貯蔵庫から既存�

の知識を瞬時かつ適切に検索�可能か。�

　�②既存の�（限られた）�知識を駆使�し�再構築：�記憶�

貯蔵庫にある語彙，文法，経�験的知識等を利�

用�し�，不完全な形であっても�産出可能か。�

　これに伴い，指導者は以�下の２点を評価と�し�て�

取り入れる必要があります�。�

　�①broken Englishへの�寛容さ：�話�し�言�葉におい�

て，母国語でも完璧に話�し�ているとは限らな�

い�の�で，多�少�の�local errorや�言�い�間�違�い�等�の�

mistakeは大目にみる。�

　�②軌道修正を行う�柔軟性：�相手の理解度に合わ�

せ，わかりやすい話�（内容，言語�レ�ベル等）�の�

仕�方�が�で�き�る�か�ど�う�か�で�あ�る。こ�れ�は，�

mother talk（�母親�が言�語�習得�途中�の子�ど�もに�

話�す�場�合�）�や�foreigner talk（�日�本�人�が�日�本�語�

の�不�完�全�な�外�国�人�に�話�す�場�合�）�に�見�ら�れ�る�も�

ので相手への思いやりでもあ�る。�

　以上のような，創造性を�培う指導を日常的に行�

うことで，相手の心を読み�とりながら臨機応変に�

自分の言葉で表現�し�ようとする素地作りになる�の�

ではないで�し�ょうか。�

4．心に残るスピーチ�（話�し�言葉）�とは？�

　このフ�レ�ーズから皆さんはどの�ようなス�ピ�ーチ�

を思い浮かべるで�し�ょうか。歴史上の名スピー�チ�

と評されるAbraham Lincoln，�John F. Kennedyや�

Martin Luther King, Jr. のス�ピ�ーチを思い出され�

る方も多いことで�し�ょう。私たちがこれらのスピ�

ーチに魅了される理由はどの�ような点にあるので�

し�ょうか。これらには，原稿�の推敲を重ねた結果，�

研ぎ澄まされた表現内容，リ�ズミカルな言葉の響�

き�（押韻等）�，キーフ�レ�ーズのくり返�し�等が散りば�

められています。さらに，原�稿の卓越さだけでな�

く，話�し�手自身が，話すときに聴衆�の空気を読み，�

ト�ーンの強弱をつけ，絶妙な�る間のとりを行い，�

聴衆の心を揺さぶる技法　�―　�つまり，�長いこと聴衆�

の記憶に残る仕掛けを作り出�し�ているのです。�

　では，このように芸術的と�も言える研ぎ澄まさ�

れた構成ならびに雄弁なる語�り口でなければ，す�

ばら�し�いス�ピ�ーチとはなりえないので�し�ょうか。�

私たちが，すばら�し�いス�ピ�ーチと感�じ�る瞬間は，�

必ず�し�も卓越�し�ていなくても，聞き手のニ�ーズ，�

様々な要因�（年齢，性別，文化圏等）�を考慮�し�たも�

のであれば，人の心に驚き，�おも�し�ろさや感動を�

与えます。その結果，人の心�の奥深くで言葉が処�

理され記憶と�し�て残ることとなります。つ�まりは，�

話�し�相手をよりよく理解�し�，臨機応変に言葉で表�

現できることが重要となるの�です。�

5．最後に�

　筆者が10年以上前に，ある�方からいただいた含�

蓄のある言葉�（ごく最近，�道灌山学園長，�高橋系吾�

氏作と判明。ご本人からの掲�載承諾済み。詳細は�

HP参�照�。�http://www１�. biz. biglobe. ne. jp/̃ doukan/

youchien/minasamahe. html）�を紹介�し�ます。�

　中学校の英語学習の内容は�表現や語彙等におい�

て非常に限られています。�し�か�し�，�broken English

であっても，相手のおかれて�いる状況�（空気）�を読�

みつつ，発せられる一言であ�れば，　�「人の心」�　�に�

残るものではないで�し�ょうか。�

「その一言」�

その一言で　�励まされ　　その一言で�　�夢を持ち�

その一言で　�腹が立ち　　その一言で�　�がっかり�し�

その一言で　�泣かされる　ほんのわず�かな　�一言が�

不思議に　�大きな力持つ　ほんの一寸�の　�一言で�

　�

参�考�文�献�：『教育�研�究�第�67集　�2006　創造�性�を�育�む�授�

業～思考を広�げ深める，教科�学習のあり方～』�福島大�

学附属中学校�

　�

　�

　�

　�

　�

3．創造性を培うスピ�ーキング指導�

　ス�ピ�ーキングを行う際に，相手�との対峙の�し�か�

たによって，�「一方通行」�も�し�くは�「�対人間」�に大�

別されます。前者の場合，�テ�レ�ビ�，ラジオや校内�

放送等で情報を流すことが�該当�し�，比較的自分の�

ペースで話が行えるもので�す。一方，後者は日常�

生活でのコミュニケーショ�ンが該当�し�，相手の反�

応�（言葉や表情等）�をくみとりながら，話�の内容，�

話す速度等を軌道修正�し�ていく必要があります�。�

　ここでは，後者について�，福島大学附属中学校�

の研究の一端，コミュニケ�ーションの基礎を養う�

うえで「英語科で育みたい�創造性」を紹介�し�つつ，�

中学生のス�ピ�ーキング指導について触れ�ていきま�

す。　�「英語科で育みたい創造性」�　�を，次のように�

捉えています：�

　既有の知識や経験をもと�に，自分なりに英語で�

表現�し�ようとする意欲や態度，�また，その過程�

で発揮される思考力�

　以下のやりとりは，ALTに�「�福島県の名所」�を�

生徒が紹介する授業の一コ�マです：�

　�ALT：�　�What is To-no-hetsuri?

　�生徒�：�　�Un... It’s small Grand Canyon in Aizu.

　�ALT：�　�Oh, I see.

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

Reading

Listening

Writing

Speaking （Speech）�

受動的情報�
理解�

○�

○�

能動的情報�
産出�

○�

○�

所要時間�

瞬時� 長時間�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

文字言語情報 Writing  Reading

音声言語情報 Speaking  Listening

encoding（�発信�）�
 

decoding（�受信�）�
相互作用�
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　言うまでもなく教師は�多忙である。�「授業」�で勝�

負を�す�るの�が�教�師の�仕�事で�あ�る�が，　�「授�業�」�　�だけ�

が教師の仕事ではない。�私の勤務校も例外ではな�

く，出勤�し�てから部活を終えて帰るま�で，宿題の�

チェックに始まり，雑用�に追われ，めまぐる�し�く�

１日は過ぎていく。読者�の方の中には，生徒指導�

に追われる毎日を過ごさ�れ非常にご苦労されてい�

る先生方も少なからずい�らっ�し�ゃると思う。なの�

で，多忙であることの愚�痴をこぼ�し�つつも，私に�

は　�「かわいい」�　�生徒が存在することが�救いである。�

　�「かわいい」�　�とあえて明記�し�たが，�最初から，�か�

わいかったわけではない�。基本的生活習慣の指導�

に始まり，学習規律，集�中力を養う指導や保護者�

との�連�携な�ど，　�「�授�業」�　�内�外�です�る�指�導は�山�積�し�

ている。特に，入学�し�たばかりの生徒はなお�さら�

であるが，愛情をかけ，�手間をかけ，時間をかけ�

て，やっと　�「かわいら�し�く」�　�なってくる。�

　さて，現在本校３年目�の勤務であるが，全校学�

級数11学級に対�し�，英語科教員は２名配置で�ある。�

大分�市�内で�は�非�常に�稀�であ�る�が，　�「�少人�数�」�　�の授�

業は実施不可能で，担当�クラスは，学年をまたぐ�

６クラスに上る。出張等�での授業の振替があると，�

１日に担当する授業数は�，学級活動等を入れると�

ほぼ６時間　�「張り付く」�　�ことが，日常である。�

　前置きはこれくらいに�し�ておいて，そこで何と�

か�も�っ�と�授�業�を�効�果�的�に�行�え�る�（�と�言�え�ば�聞�こ�え�

はいいが，労力を減ら�し�てかつ成果を挙げるとい�

う�身�勝�手�な�）�方�法�は�な�い�も�の�か�（�？�）�と�い�う�こ�と�が�

次に紹介する私なりの方�法である。�

　まず，最近の少子化に�伴う　�「空き教室」�　�を　�「確�

保」�　�することが，�最大の命題である�（ない場合には�

LL教室�を�何と�か�でき�れ�ばよ�い�の�だが�…�）�。これ�で，�

ずいぶん労力は軽減され�る。なぜなら，教材教具�

はすべて　�「備え付け」�　�て置くことで，教師は�必要�

最小限の　�「手荷物」�　�でよいからだ。次に，あ�ると�

き気づいたのだが，いつも�使っているパソコンで�

作ったワークシー�ト�を，生徒の前に拡大�し�て提示�

すれば，説明の手間が大幅�に省ける＝労力が減る�

（手�抜�き�（�？�）�とも�言�う�べ�きか�）�と�い�うこ�と�で�あ�る。�

ついでに，生徒は下を向か�ないので，いちいちモ�

ニタリングに気を遣わず，�たとえ中学１年生でも�

ほとんど英語でオーラルイ�ン�ト�ロダクションが容�

易に可能である，つまり効�果が上がる。というわ�

けで，学校にお願いを�し�て，プロジェクターを�コ�

ン�ピ�ュータにつないで授業ができ�るように�し�てい�

ただいた�（装備は，�空き教室前方に厚めの�カーテン�

と，黒板にはスクリーン代�わりに白く塗った薄い�

ベニヤ板，�畳２畳分）�。�こうなると，�コン�ピ�ュータ�

に教科書のスクリプ�ト�を入力�し�ておけば，リーデ�

ィングも，全員が教師と向�かい合った状態で行え�

るので，３年生になっても�「元気な」リーディン�

グが可能である。言うまで�もなく，教科書のリー�

ディ�ン�グ�も�必�要�で�ある�が，重�た�い�（�？�）�ピ�ク�チ�ャー�

カー�ド�やフラッシュカー�ド�は，エクセルを使うこ�

とで十分対応できる。そ�し�て授業で指導�し�たこと�

はコン�ピ�ュータに残っていくので�，生徒へのフィ�

ー�ド�バックも非常に容易である。�また，最近はず�

い�ぶ�ん�安�価�に�な�っ�た�DVDプレ�ー�ヤ�ー�や�ス�ピ�ー�カ�

ーをつなげば，映画を使っ�たディクテーションも�

可能で，意外なことに１年�生にもかなり有効であ�

る。�

　もちろん授業の組み立て�は，授業者自身が�し�な�

ければならないが，このよ�うに効率的に多くのイ�

ンプッ�ト�を行うことで，ペアーワ�ークからグルー�

プワークに至るまで，学習�形態の工夫次第で，ス�

キッ�ト�メイキングや，英作文，スピ�ーチなど，ア�

ウ�ト�プッ�ト�を促すことが，容易になって�くるので�

ある�（と私は感じている）�。�

　すべては，私の「怠惰さ�」からの発想ではある�

が…。�

1．は�じ�めに�

　高校２年の夏に語学研修�で初めて行った外国，�

アメリカ。現地で直に経験�し�，学んだことは数限�

りないが，何よりも衝撃的�だったのは「発音」で�

あった。�まだALTなどいなかった時代である。�自�

分なりに英語ら�し�い発音を心がけた単語�が全く通�

じ�ない。例えばそれは“McDonald”であったり，�

“gangsters”�　�であったり�し�た。そ�し�て，綴って初�

めて理解�し�た彼らが発�し�た言葉は，私が発�し�てい�

たものとはまるで違ってい�た。たった一言の単語�

が，ちょっと�し�た発音や強勢の違いで全�く通�じ�な�

いという現実を知ったこと�は，私にとって大きな�

衝撃であったと同時に，反�面，小さな希望ともな�

った。ちゃんと�し�た発音を�し�さえすれば，よりス�

ムーズに自分の思いが伝わ�る！という希望である。�

2．反復練習�

　英語の発音は，入門期で�ある中学校３年間でほ�

ぼ決まって�し�まうと言っても過言ではな�い。だか�

らこそ，子どもたちに「正�し�い発音」を習得させ�

るためには「反復練習」が�必要不可欠である。�し�

か�し�，�「くり返�し�」�と�「�飽き」�は背中合わせでもあ�

る。飽きさせずにくり返�し�練習させるために，あ�

の手この手と苦労するのが�英語教師の常であるが，�

今�年�度�の�４�月�は，新�し�く�な�っ�た�ば�か�り�の�教�科�書�

（�SUNSHINE 1）�付属の指導書�『Teacher’s Manual
授業案編』p.22～p.38のモデル授業案�（東京都狛江�

市�立�狛�江�第�一�中�学�校　北�原�延�晃�先�生�）�を�そ�っ�く�り�

そのまま活用させていただ�いた。今年度の私の担�

当学年は１年生。教員生活�14年，いまだかつてこ�

こまで指導書の指導案を有�効活用�し�たことはない。�

詳�し�くは『授業案編』をご覧いた�だくのが一番で�

あるが，まだ一度も目を通�し�ていないという方に�

は，ぜひお勧め�し�たい。また，�『英語教育』�（2006

年第４号）�の「英語教師の裏ワザ～�音読指導�（第２�

回）�」�にもその概要が掲載されてい�るので，興味の�

ある方は併せてご覧いただ�くと，よりわかりやす�

いのではないかと思う。�

　１年生がアルファベッ�ト�を学ぶ過程で，その文�

字と音の関係を�し�っかり教え，毎時間フラ�ッシュ�

カ�ー�ド�を�見�せ�な�が�ら「ア�ア�ア�ア，エ�イ」�「ブ�ブ�ブ�

ブ，�ビ�ー」というように26文字が表�す音をくり返�

し�練習させていく。その後，�続けて付属の『スク�

ール版 CD』�に収録されている　�Let’s Start ２�「ア�
ルファベッ�ト�」�（音楽に合わせ，�CDのあとについて�

ABCを�く�り�返�し�て�言�う�もの�）�を�用�い，こ�ち�ら�で�も�

「A→ア，エイ」�「B→ブ，ビ�ー」というように，�

リズムに合わせながら，同じ�形式で言わせるとい�

うことを１か月間継続�し�て行った。その後，学ん�

だアルファベッ�ト�の音と関連させた「単語�」の読�

み方，ス�ト�レ�ス，リズム，イン�ト�ネーションを意�

識�し�た「文」の読み方，そ�し�て「教科書の音読」�

へとつながっていくのである�が，この間，子ども�

たちは，以前の指導方法に比�べて，声を出すこと�

自体を楽�し�みながら，自然に英語の�発音，また，�

読み方の基礎を身につけてい�ったように思う。印�

象的だったのは，１か月を過�ぎ，次のステップへ�

と移ってからも，この活動へ�の子どもたちからの�

リクエス�ト�が多かったことである。�初めて英語を�

学ぶ子どもたちにとっても，�自信を持って楽�し�く�

参加できる活動であったとい�うことであろう。１�

年を終えようと�し�ている今，この反復練習�は，子�

どもたちが自分の力で，�し�かも正�し�い発音で単語�

を読むことの礎となる非常に�有効な方法であった�

と実感�し�ている。�

3．おわりに�

　週３時間という限られた時�数の中で，�英語の�「自�

力」をつけさせるために「自�学」は必要不可欠な�

要素である。今年度も終わり�に近づいてきている�

が，自分の今までの指導を振�り返り，子どもたち�

に英語を通�し�て「自力」をつけさせるため�にどう�

アプローチ�し�ていくべきなのか。�「反省＋実践＝前�

進」と心得，今はまた，来た�る４月の新�し�い出会�

いに向けて，精進�し�ていこうと気持ちを新�たに�し�

ているところである。�

「日常授業」所感�

Teacher's Forum Teacher's Forum

未来へつながる発音指導�
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　中学校におけるライテ�ィングに関する目標と�し�

て「英語で書くことに慣�れ親�し�み，初歩的な英語�

を用いて自分の考えなど�を書くことができるよう�

にする」とある。ライテ�ィング活動は，まず最初�

は「正�し�く写す」ことから始まるが，�徐々に自分�

の考えなどを相手に伝え�るなどの自己表現や，コ�

ミュニケーションへと発�展する。それらの活動を�

楽�し�み，自分や相手の存在を大�切にする生徒を育�

成�し�たいと思う。本稿では日々�の授業で取り組む�

ことができるライティン�グ活動を紹介する。�

その1　板書文から自己表現にひろげる�

　教師は授業のポイン�ト�を板書する。生徒はそれ�

をノー�ト�に書き留め，理解の定着に利�用する。そ�

のとき，板書された英文�をノー�ト�に写すだけでは�

なく，その文に続く文を�自由に書き足すことを勧�

めるとよい。すると，生�徒の取り組みが断然違っ�

てくる。与えられた時間�内に自分はどのくらい書�

けるかチャ�レ�ンジ�し�，ライティングを楽�し�むよう�

になる。板書を正確に写�すのに時間がかかる生徒�

も，徐々に＋�α�の文が書けるようにな�ってくる。�

以下，Can ～?（１年生）�の授業例を記す。�

・板書文�

　�

　�

　�

・実際に生徒Aがノー�ト�に書いた文章�

　�

　�

　�

　�

・実際に生徒Bがノー�ト�に書いた文章�

　�

　�

　�

　�

　このように各自で自由�に既習文を書き加えるこ�

とにより日頃の授業で自�己表現を大いに楽�し�むこ�

とができる。ライティング�活動の前段階と�し�て，�

生徒に十分な口頭練習を与�えることがポイン�ト�と�

なる。ノー�ト�は毎授業後教師に提出され�，家庭学�

習と授業中のライティング�の点検・指導がなされ�

る。教師からのコメン�ト�や返事が支えとなり，�生�

徒は次の活動にもファイ�ト�を燃やすようである。�

そ�の�2　ペ�ア�ワ�ー�ク�に�よ�る�スピ�ー�キ�ン�グ�活�動�か�ら�

ライティング活動に�つなげる�

　人は自分一人で考える以�上に誰かと話をするこ�

とによって情報を得る場合�が多い。�以下，�“Where 

do you want to go?”�という話題�（２年生）�で，オー�

ラルでのペアワーク後，最�終的にライティング活�

動に発展させる例を紹介す�る。�

（1）� １人目のパー�ト�ナーAと�

　�Ｓ1：�　�I want to go to Switzerland.

　�　�Ａ�：�　�You want to go to Switzerland.  Why?

　�Ｓ1：�　�Switzerland has beautiful mountains.

　�　�Ａ�：�　�I see.  You can see the Alps.

（2）� ２人目のパー�ト�ナーBと�

　生徒はまず，前のパー�ト�ナーと話�し�た内容をま�

とめて，次のパー�ト�ナーと会話をスター�ト�する。�

　�Ｓ�1：�　�I want to go to Switzerland, because it 

has beautiful mountains.  I want to see 

the Alps.

　�　�Ｂ�：�　�You can eat delicious food there too.

　�Ｓ1：�　�Oh, yes!  We can eat good chocolate and 

cheese fondu.  They are my favorites.

（3）� 会話後，Creative Writingと�し�てまとめる�

　　I want to go to Switzerland, because it has 

beautiful mountains.  I want to see the Alps.  

I can eat delicious food too.  For example, 

chocolate and cheese fondu are my favorites.  

（以下略）�

　ここ�で�は�２�種�の活�動�を�紹�介�し�た�が，４�技�能�（lis-

tening, speaking, reading, writing）�の�調�和�を�図�っ�

たライティング活動を有効�的に取り入れたいと考�

える。�

　前任校の神奈川県立外語�短期大学付属高等学校�

には，５年間籍を置かせて�いただきま�し�た。この�

間，帰国生の授業を持ち，�また担任と�し�て無事卒�

業生を送り出すこともでき�ま�し�た。この場をお借�

り�し�て，帰国生との５年間につい�て述べさせてい�

ただきます。�

　帰国生と言いま�し�ても，海外帰国生生徒募集�枠�

で入学�し�てくる生徒�（海外在住２年以上，�かつ３年�

以�内�に�帰�国�）�，編�入�試�験�を�経�て�入�学し�て�く�る�生�徒，�

帰国生徒募集枠には該当�し�ないものの，例えば，�

生後間もなく渡米�し�，数年現地に滞在�し�て帰国�し�，�

日本の小・中学校を経て，�一般生と�し�て入学�し�て�

くる生徒まで様々で�し�た。その中には，現地校�に�

通っていた生徒から，日本�人学校に通っていた生�

徒までおり，多種多様です�。英語力に関�し�ては，�

英米の現地校に通っていた�帰国生のほうが，日本�

人学校に通っていた生徒よ�りも優れていま�し�た。�

　帰国生の特徴と�し�て真っ先に挙げられるのが�，�

耳がすごくよいということ�です。今も忘れられな�

いのが，着任�し�た2001年度，３年生選択�授業「映�

画で学ぶ英語」の第１回目�の授業です。ロ�ビ�ン・�

ウィリアムズが主演する『�ジャック』の�ビ�デオテ�

ープを使って，ディクテー�ションをさせている最�

中のことで�し�た。�生徒の一人が�「先生，�ここはjust

と言っているみたいですよ�」と言ってきま�し�た。�

私の聞き取れていない箇所�を帰国生の一人が指摘�

し�ま�し�た。２時間続きの授業で，�その後もディク�

テーションさせる度に，�「先生，ここは…」�と次か�

ら次へと他の生徒からも指�摘を受けます。第１回�

目の授業を受けたあと，変�更ができる制度だった�

ため，10人前後の生徒が他�教科へ変更�し�ていきま�

し�た。帰国生のすごさをま�ざまざと体感�し�，私の�

英語に対する自信は一気に�喪失�し�，屈辱と恐怖を�

味わった瞬間でもありま�し�た。その次の週からは，�

英語字幕のない映画はまず�自分でディクテーショ�

ン�し�，ネイティブチェックを受け�てから，毎時間�

臨みま�し�た。�

　帰国生は，聞く力だけでな�く，話す力もすごい�

ものを持っています。高校１�年生でも，英語で臆�

することなく堂々と意見を述�べる生徒が何人もお�

りま�し�た。�し�かも英語は速く，こちらが聞�き取れ�

ない「クチュクチュ」といっ�た感�じ�で発すること�

も度々ありま�し�た。ティーム・ティーチン�グで，�

英語母語話者講師が帰国生の�「クチュクチュ」を�

聴いて理解�し�ているのを見て嫉妬�し�，英語母語話�

者講師も聞き取れずに再度発�言を促�し�ているのを�

見て，安堵�し�たものです。�

　帰国生から，アクセン�ト�の位置を直されたこと�

もあります�（�‘obstacle’�は今でも見るたびに，�直�し�

てくれた生徒たちの顔が浮か�びます）�し�，�「先生の�

英語は日本人っぽくなくて，�聞きやすいですね」�

と褒められたこともあります�。�

　また，帰国生のすごいとこ�ろは，英米の文化を�

知っているということです。�マザーグースの一節�

を口ずさめば，その後の一節�をすぐに諳ん�じ�，俗�

語は次から次へと出てきます�。私が教わった言葉�

や文化もずいぶんあります。�

　その反面，帰国生にも弱点�はありま�し�た。それ�

は，日本の歴史や文化，言葉�を知らないというこ�

とで�し�た。特に漢字では苦労�し�ていま�し�た。日本�

語も英語もともに力のある帰�国生も中にはいま�し�

たが，本人と家族の努力が相�当大きかったようで�

す。それでもその子たちの妹�がセミリンガル状態�

だと聞くと，昨今の早期英語�教育の過熱ぶりは，�

本当によいことなのかどうか�疑問に感�じ�ます。�

　たった５年でも，帰国生と�の思い出は数多くあ�

ります。特に，学級担任と�し�て受け持った帰国生�

たちと過ご�し�た日々は私の財産になってい�ます。�

その生徒たちに感謝するとと�もに，いつの日か日�

本，あるいは国際舞台で中核�となって活躍�し�てく�

れることを願っています。�

ライティング活動：�
板書文の利用とペアワークの活用�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

Can you play soccer?

    soccer team.   So I play it every day.
    Can you play soccer too, Ms. Inaoka?

Can you play soccer?
No, I can’t. It is difficult for me.  I can’t play ��

    soccer at all, but I can play table tennis.  
    I am in the table tennis club.   It is fun.

　�

　�
「～ができるかどうか」を聞くとき�
Can you play soccer?

Yes, I can.  /  No, I can’t.

Yes, I can.  I can play it well.  I’m on the
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神奈川県立有馬高等学校教諭　�甲斐  順�

帰国生との５年間�



1．は�じ�めに�

　教育界の“バブル期”�でもあったゴールデン・�

セブンには，日本列島は�まさに“お受験”一色と�

化�し�，いわゆる�“教育産業”�も隆盛を極め，�〈受験�

戦争〉という言葉まで生�まれた。英語教育におい�

ても，いつまでたっても�英語が話せない要因が，�

「文法訳読方式」を中心�と�し�た指導法のせいだと�

批判され，今や「英語が�使える日本人」育成のた�

めの指導法開発が緊急課�題となり，その帰結かど�

うかはわからないが，2006年からセンター試験に�

リスニングが導入された�。�

『英文読解講座』�（高橋善昭，研究社）�は，生成文�

法の知見を高校生�レ�ベルにまで対応させて，入�試�

の素材となる評論文�レ�ベルの英文を「形」から�読�

むには何が必要かが述べら�れている。　�『英文法講�

義の実況中継』�（山口俊治，語学春秋社）�では，ネ�

クサスをは�じ�めとする伝統文法の考え方�が紹介さ�

れるだけでなく，英文法の�根底理解に向けての本�

格的なアプローチが試みら�れ，教科教育法と�し�て�

の参考文献になりうるもの�になっている。その他，�

賛否は別に�し�て『英語長文読解講義の実�況中継』�

（本　�正弘，�語学春秋社）�におけるスラッシュ・リ�ー�

ディングは，速読指導に一�石を投�じ�たこともまた�

事実である。�

　�

3．高大連携への模�索�

　　�－�レ�キシカルグラマー�の活用－�

　ここでは，大学入試�レ�ベルの読解対策と�し�て実�

践�し�ている�レ�キシカルグラマーを応用�し�たアプロ�

ーチを紹介する�（�レ�キシカルグラマーとは，�語彙項�

目に文法情報が含まれてい�るという前提で，語彙�

のコアから文法を解明�し�ようとするものである�）�。�

　�

　�（�例�）�Also, there is now evidence that damage 

to the hippocampus may play an important 

role in memory loss. Studies conducted on pa-

tients who have suffered damage to this area 

of the brain show that while they can still re-

call memories stored before the brain was 

damaged, they are unable to remember new 

facts.

（福岡教育大，�’06）�

　�（また，�さらに海馬の損傷が記憶�力の衰えに重要�

な役割を果た�し�ているかも�し�れないという証拠�

投　�稿�

がある。脳のこの領域に�損傷を受けた患者に対�

し�て行われた研究によれば，そ�う�し�た患者が脳�

の損傷を受ける前に蓄積�された記憶は依然と�し�

て思い出せるが，新�し�い事柄を覚えておくこ�と�

ができないということで�ある）�［傍線，イタリッ�

クは筆者］�

　�

　�（例）�の下線部のように複雑な英�文の内容把握の�

場�合，chunkingす�る�こ�と�に�よ�っ�て�sense groupを�

捉え，�その修飾関係を明確に�し�ながらSVをつかむ�

のが一般的である。その際�，心理言語学でよく引�

用される�“�ガーデンパス文”�The horse raced past 

the barn fell.（�納�屋�を�抜�け�て�走�ら�さ�れ�た�馬�が�転�ん�

だ）�を例に出�し�，�このようにVと過去分詞を間違え�

や�す�い〈S［名�詞］＋�（�p.p.～�）�＋�V＋�X〉の�構�造�で�

は，ネ�イ�テ�ィ�ブ�・�ス�ピ�ー�カ�ー�で�さ�え�最�初，The 

horse racedをSVと知覚するものの，fellが視覚に�

入った途端に，�fellがVと�し�て機能�し�ていることを�

認知�し�，�最初の予測を修正�し�，�racedを過去分詞と�

判断するというリーディン�グ・プロセスをやさ�し�

い言葉で“�レ�クチャー”すると，生徒は�目を輝か�

せて聞いてくれる。また，�紙の辞書とは違い，人�

間�の�頭�の�中�に�記�憶�さ�れ�た�と�仮�定�さ�れ�る“心�的�辞�

書”�（メンタル・�レ�キシコン）�を紹介�し�，その中の�

「語彙情報」を活用�し�て構造と意味を結びつけ�な�

がら授業を展開すれば，さ�らに興味・関心を抱い�

てくれるだけでなく，直読�直解にも相乗効果が期�

待できる。以下はその指導�事例と�し�ての授業での�

一コマである。�

　�

―�（ガーデンパス文につい�て説明�し�，�英文を音読�し�

た�あ�と�で�）�今�ま�で�コ�ツ�コ�ツ�頭�の�中�に“蓄�え�て�き�

た”すべての知識をフル�活用�し�て読んでいこう。�

ネイティブだってわかり�にくいんだからすぐに�

できなくても気にするこ�とはないよ。まず，文�

の�頭�に�あ�る�Studiesは�名�詞�だ�ね。動�詞�な�ら�Stud-

iesの�前�に�３�人�称�単�数�の�主�語�と�な�る�名�詞�が�あ�る�

はずだ�し�ね。Studiesの意味は�「�研究」�だよ。複�

数形だから「いろいろな�研究」と訳�し�てもいい�

ね。次に�「�研究」�はモノゴ�ト�だから�“conductす�

る”�ではなく，�“conductされる”もんだ。そう�

す�る�と�conductedは�動�詞�で�は�な�く，過�去�分�詞�と�

し�て�前�の�名�詞�Studiesに�か�か�っ�て�い�る�と�考�え�て�

も�い�い�んじ�ゃ�な�い�か�な。さ�ら�に�patientsを�補�足�

説�明�す�る�語�句�と�し�て�関�係�代�名�詞 who ～�と�続�い�

ているから“意味のかたま�り”を大きく捉える�

と�Studiesか�ら�brainま�で�と�い�う�こ�と�に�な�る�ね。�

そうすると「脳のこの領域�に損傷を受けた患者�

に対�し�て行われた研究」という意�味になるのが�

わかるかな。showは，�〈A show B〉�で�「AはBを�

示す」だから，Studies show～は「研究は～を�

示す」�ということで文全体の中でSVとなってい�

るね。�「研究によれば～」�とすると，より日本語�

らし�く�な�る�よ。show～�は「～�を�示�す」だ�か�ら，�

that以�下�は�目�的�語�だ�ね。thatの�内�部�が�や�や�こ�し�

そうだけど，�〈while SV～〉�はひとかたまりと�し�

てカッコでくくれば文構造�がわかりやすくなる�

ん�じ�ゃないかな…。�

　�

　小学校から大学までの一貫�教育が標榜される昨�

今である。大学の教員が特別�講座と�し�て高校で授�

業を�し�たり，高校生が大学や短大で�講義を聴講�し�

たりといった“交流”が活発�化�し�ている。今流行�

の高大連携の英語教育を考え�る場合，現場サイ�ド�

のコンセンサスと�し�て，様々な分野での知�見を高�

校生向けにア�レ�ンジすることによって，英�語学習�

に対する興味・関心を高める�配慮も必要ではなか�

ろうか。�

　�

参考�文�献�：佐�藤�芳�明「�レ�キシ�カ�ル�グ�ラマ�ー�の�す�すめ」�，�

『英語教育』�（2006年９月�号，pp.18～21）�大修館書店�

横川博一�「�文理解のプロセ�スからみたメンタ�ル・�レ�キ�

シコンの構造�」�，�『現代英語教育の�言語文化学的諸�相』�

（pp.248～261）�三省堂　�2001年�

英語教育・2007年第2号�

1�5�1�4�

京都府京都文教中・高�等学校教諭　�平井　�正朗�

　�

2．受験英語は本当�に破綻�し�たのか？�

　�〈受験英語〉�という�“�業界用語”�がある。偏差値�

という競争原理の“ひず�み”から生まれたこの言�

葉は，外国でも知られる�ほど定着�し�たものになっ�

ており，世間一般では暗�記中心の「おも�し�ろみの�

ない勉強」というマイナ�ス・イメージが根強い。�

し�か�し�，その利点はあまり語ら�れていないような�

気がする。�

　�“�ゆとり教育”�世代の生徒は�「�ムズイ」�と悲鳴を�

あげるかも�し�れないが，�〈受験英語〉�には原書講読�

への方向づけや専門分野�への背景知識育成といっ�

た“アカデミック”な一�面もある。出版事情が変�

わって�し�まったため，最近は，知的欲�求を満たす�

ような本が少なくなった�が，以前は大学での専門�

的研究へ誘うような個性�的な学習参考書が，次々�

と世に送り出されていた�のではなかろうか。例え�

ば，受験生の「バイブル�」と言われた『英文解釈�

教室』�（伊藤和夫，研究社）�には，日本人が英語を�

読むとき，どのように頭�を働かすかが追求され，�

リーディング・スキル開�発へのヒン�ト�が隠されて�

おり，進展著�し�い心理言語学との隣接�が見られる。�

高大連携の英語教育�と�は？�
―　�受験英語が果�た�す�役割　�―�



　外国語を教える目的と�は何か？　外国語学習者�

の持つ動機については，�様々な研究者が様々な角�

度�か�ら�取�り�上�げ�て�き�た�（�Gardner & Lambert, 

1972; Deci & Ryan, 1985; Dornyei, 1994）�。�し�か�

し�，教師がどのような学習者を�育てたいと思って�

いるかに関�し�ては明確な議論がなされ�ていない。�

わ�れ�わ�れ�は�何�を�目�標�に�日�頃�生�徒�に�接�し�て�い�る�の�

か？�

　昨年，あるソーシャル�ネッ�ト�ワークサー�ビ�スの�

中の�「英語教育」�というフォーラムで，�“言語観”�

を巡って論争があった。�もともとの議論は，日本�

の中等教育において英語�が標準の外国語と�し�て教�

えられていることが少数�言語話者を軽視�し�ている�

のではないかということ�であったが，最初の投稿�

者は，外国語教育の目的�は実用に供する技術訓練�

ではなく，�言語・言語話者・言語文化に�対する�「気�

づき」あるいは「思いや�り」であると�し�て人格形�

成に議論をすり替えて�し�まったため，公平さの議�

論は失速�し�て�し�まった。実はこの人格�形成論こそ�

投稿者の真の狙いであっ�たが，自分の主張をくり�

返�し�ただけだったので，不毛な�結果に終わって�し�

まった。このことを通�し�て，多くの真面目なフォ�

ーラム参加者は何のため�に英語を教えているのか�

について考える機会を得�たことであろう。�

　このような論調が横行�する背景と�し�てまず考え�

られる理由は，実業界を�中心と�し�た「実用英語」�

の圧力に対する反発であ�る。つまり，表面的に資�

格試験や能力テス�ト�のスコアが上がってもそ�れは�

英語が本当に身についた�ことにはなりませんよ，�

それだけなら町中にあふ�れるテス�ト�塾でもできま�

す，私たちは英語を通�し�て海外の社会・民族・文�

化を理解�し�国際的視野で行動できる日�本人を作り�

ますよと。このお題目だ�けなら誰もが納得できる。�

し�か�し�実践の段階で人格形成教�育に重点が移行す�

ると，コミュニケーショ�ンをするためのインフラ�

と�し�ての言語技術がなおざりに�されて�し�まうので�

ある。�

　それではなぜこのよう�な目標のずれが生じて�し�

まうのか？　一つのもっ�ともな考え方は機能主義�

的言語教育に対する疑問で�ある。三浦・弘山・中�

嶋編著『だから英語は教育�なんだ：心を育てる英�

語授業のアプローチ』�（研究社，2002）�は，生徒お�

よび教師の人間性を磨き成�長を促すことが価値の�

ある教育であると�し�ている。これはコンテンツ�中�

心の学習であり，確かに学�習者個人の経験や関心�

に結びついた意味のある言�語活動が有効であるこ�

とは議論の余地がない。ま�た，協調学習活動も学�

びやすい環境を作るという�点では受け入れられて�

いる。�し�か�し�，例えば性差別の話題を読�んで社会�

的自覚が高まった，あるい�は短歌を英語で作って�

感受性が高まったというこ�とと英語を身につけた�

ということは別の次元の話�である。�

　人格形成論の信奉者は，�し�ば�し�ば語学に主体を�

おいた教育実践すら重要で�ないと考える傾向があ�

る。すなわち，言語という�媒体の学習を飛躍�し�て�

いきなり心の成長で到達度�を評価するのである。�

これは，見方によっては指�導技術の不足や英語を�

使うことに対する自信のな�さから無意識に逃避�し�

ているとも言える。�「英語は心だよ」�という甘いさ�

さやきは，現場教師にとっ�ては目先の悩みを忘れ�

させてくれる麻薬である。�一方生徒たちは教師に�

エンターテインメン�ト�を求め�（荒井，2006）�，地道�

に勉強�し�ない風潮は地道に教えな�い�（で済む）�人格�

形成論と手を携えかねない�のである。他の教科で�

はそのようなことは起きな�い。�「国語」�を含む言語�

教育が道徳教育に流れやす�いのは，そこに�“お話”�

があり，教師が人生を語れ�るからである。�し�か�し�，�

「心」だけでコミュニケー�ションはできない。大�

切なのは言葉の習得に意味�を与えることであって，�

付随的次元と混同�し�てはならない。�

（玉川大学教授　安間　�一雄）�

英�語�教�育�時�評�

投稿�を�歓迎�し�ま�す�

　英語教育に関する問題提起，実践報告�，研究などの�
投稿をお待ち�し�ております。締切は特にありませんが，�
本誌は今後，�5�月，�9�月�（第5�5�回中村英語教育賞入選論文�
発�表）�，2�0�0�8�年�1�月，3�月�に�そ�れ�ぞ�れ�発�行�の�予�定�で�す�の�
で，原稿到着の時点で掲載号を決めさせ�ていただきま�
す。規定は以下のとおりです。ご不明の�点は編集部ま�
でお問い合わせください。�
　①　�2�2�字詰×7�2�行以内�（本文分量）�
　②　�二重投稿はご遠慮ください。�
　③　�採用分には薄謝を進呈いた�し�ます。�
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